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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

社会的課題推進委員会#0

概要
日程：2021年3月16日(火)

18時～21時
場所：Zoom

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大津 侑希 ] 

Otsu.Yuki@univ.coop

他大学との懸
け橋になって、
一緒に活動し
てみたい！
（龍谷大2年）

01 社会的課題に取り組む意義

まずは意義の確認を
この時間では、今後推進委員として活動していくために、改めて

「社会的課題に取り組む意義」について考えました。グループワー
クではまず、社会的課題の取り組みにどんなものがあるかを挙げ、
またなぜその取り組みを行っているのか、それを通して組合員にど
うなってほしいかを考え、社会的課題に取り組む意義の確認を行い
ました。そして、確認した意義を、学生（個人）・学生委員・推進
委員それぞれの立場でどのように意義を伝えることができるかにつ
いて議論しました。推進委員を引退するメンバーやオブザーバー参
加者も交え、様々な視点での意見の交流ができました。

02 組合員の防災意識向上に向けて

日頃からもしものときに備えよう！

この時間ではまず、日ごろの備えと地震発生時の行動をお互い
に確認し、地震対策についての知識共有を行いました。その後、
その知識を今後に活かすため、他の組合員に広げていくために自
分には何ができるかをみんなで考えました。
今年は東日本大震災の発生から10年となる節目の年です。震

災を過ぎたものとせず、得られた教訓から次のもしもに備えて行
動していこうと思います。

参加者
同志社大(6)、京府大(1)、龍谷大(5)、滋県大(2)、
奈良女(1)、大教大(3)、関学大(1)、連合会(9)
計7会員28名

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：大津侑希
発行日：2021年4月2日

+A 2020年度最後の
推進委員会

2021年度のスムーズな立ち上がりに向けて

今回の推進委員会は、20年度推進委員の任期延長に伴い、
21年度との橋渡し的位置づけとして開催しました。20年度
最後の推進委員会である今回は、多くのオブザーバー参加
がありました。その中で先輩推進委員が後輩に対し、活動
への想いを伝えている場面が印象的でした。
さて、関西北陸ブロックでは、2021年度も社会的課題推

進委員会を設置する運びとなりました。2020年度の経験を
活かし、関西北陸ブロックの社会的課題に関する取り組み
をリードできるよう推進委員一丸となって頑張ります！！

「大学で地震がお
こったときの避難
方法を知らせるの
いいかも」
（龍谷大1年）

「危なそうな場所
をまとめてハザー
ドマップを作ると
いいかも」
（関学大2年）


